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はしがき

2020年度は新型コロナウイルスによる世界的感染拡大の影響により、数多くの研究集

会が中止あるいは開催延期に追い込まれた。しかしながらいくつかの研究集会は遠隔会議

システムソフトウェアを用いた形式で研究集会を遂行することができた。この「確率論シ

ンポジウム」も当初は対面ハイブリッド形式を念頭に RIMS共同研究（公開型）として開

催準備をしていたが、年末にかけての感染拡大第3波の影響を熟慮した結果、全面遠隔で

の開催の運びとなった。使い慣れない会議システムソフトウェアを効率よく使用すべく入

念な開催準備を重ねたきた関係諸氏にはあっく御礼申し上げる次第である。

現在の確率論の研究分野は膨大であり、日本国内でも関係する研究集会が数多く開催さ

れている。これらの研究集会では、おのおののテーマに関心のある研究者間で研究交流

が行われ、それぞれのテーマの研究が進んで行くことになる。しかしながら、それだけ

では、異分野の研究者との交流による新しい突破口はなかなか起こりにくいと思われる。

そこで、確率論の全般にわたって講演を募集し、異分野間の交流を促進すること、若手研

究者に新たな指針を与え育成することなどを目的として、遠隔会誡システムソフト Zoom

を用いて RIMS共同研究（公開型）「確率論シンポジウム」を開催した。 12月21日から

24日までの 4日間の会期中、 23件の講演がなされ、現在の確率論研究の到達点を参加者

143名全員で共有することができた。 通信事故による不測の事態に備えて夕方の講演枠

を予備時間としてとったため、残念なことにショートコミュニケーションの枠を設けるこ

とはできなかったが、大変意義深い研究会となった。

この研究会の開催に当たっては、数理解析研究所による資金的援助もさることながら、

共同利用掛をはじめとする事務スタッフの方々のきめ細やかなサポートを受けたことをこ

こに述べて謝意を示したい。

この研究集会の記録でもある講究録が今後の確率論研究の一助になることを期待している。

2021年 3月15日

研究代表者桑江一洋








